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「
黒
門
市
場
」

食
い
倒
れ
の
街
「
大
阪
」
の
食
の
宝
庫
と
し
て
名
高
い
の
が
、
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
に
あ
る
黒
門
市
場
。

今
回
は
、
一
日
の
平
均
来
場
者
１
万
８
千
人
、
年
末
に
は
一
日
平
均

万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
活
気
溢
れ

15

る
黒
門
市
場
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

市
場
の
起
こ
り

黒
門
市
場
の
歴
史
は
古
く
、
「
摂
陽
奇
観
」
の
中
に
「
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
〜
６
年
の
頃
よ
り
毎

朝
魚
商
人
、
こ
の
辺
に
集
ま
り
て
魚
の
売
買
を
な
し
、
午
後
に
は
諸
方
の
な
ぐ
れ
魚
を
持
ち
寄
り
て
、
日

本
橋
に
て
売
り
捌
く
こ
と
南
陽
の
繁
昌
な
る
や
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
が
黒
門
市
場
の
起
源
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
魚
市
が
発
展
し
、
明
治

年
（
１
９
０
２
）
大
阪
府
の
公
認
市
場
と

35

し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
圓
明
寺
と
い
う
大
き
な
寺
の
近
く
で
あ
っ
た
事
か
ら
圓
明
寺
市
場
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寺
の
黒
塗
り
の
門
が
印
象
的
だ
っ
た
為
、
次
第
に
黒
門
市
場
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
罪
人
が
こ
の
門
を
く
ぐ
り
千
日
前
の
刑
場
に
向
か
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
圓
明
寺
と
黒
門
は
、
明
治

年
（
１
９
１
２
）
の
難
波
の
大
火
で
焼
失
し
現
在
は
残

45

っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
場
の
名
称
「
黒
門
」
に
つ
い
て
は
、
難
波
の
大
火
で
黒
こ
げ
に
な
っ
た
門
が
残
っ
た
か
ら
。
大
阪
の

町
の
南
端
を
示
す
黒
塗
り
の
町
木
戸
が
あ
っ
た
か
ら
な
ど
の
異
説
も
あ
り
ま
す
。

二
度
目
の
焼
失

大
正
時
代
に
は
、
中
央
市
場
を
も
凌
ぐ
勢
い
で
発
展
し
「
中
央
市
場
に
は
無
く
て
も
黒
門
へ
行
け
ば
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
に
入
り
、
市
場
は
益
々
活
況
を

呈
し
、
年
末
の
四
日
間
は
寝
る
時
間
が
無
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
昭
和

年
（
１
９
４
５
）
市
場
界
隈
は
空
襲
で
焦
土
と
化
し
ま
し

20

た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
元
の
商
人
た
ち
が
集
ま
り
、
い
ち
早
く
市
場
が
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

年
（
１
９
６
０
）
〜

年
に
か
け
て
夜
店
の
全

35

40

盛
期
と
な
り
、
昼
間
の
営
業
店
が
閉
店
す
る
と
夜
間
営
業
店
が
開
店
し
、

早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
、

近
隣
だ
け
で
な
く
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
元
気
な
市
場
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
全
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
無
断
複
写
、
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

（
株
）
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・
御
堂
筋
新
聞


